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【6.6.6.4】インドネシアにおける特許を対象にした侵害防止調査                              

 

 

 

 

 

1）調査ツールの選択                                                               

インドネシアにおける特許は、インドネシア知的財産総局（以下、DGIP）が提供する特許データベース

e-Status、または欧州特許庁（以下、EPO）が提供する Espacenetを使って調査することができる。

それぞれのデータベースの収録状況を比較すると、Espacenetにはインドネシア特許が2001年までのデ

ータしか収録されていない。そのため、収録が多く基本的な検索が可能な DGIP が提供する e-Status

を利用した事例を紹介する。 

 

2）検索事例                                                                      

e-Status の検索画面123は DGIPのサイトトップページの下記の箇所からアクセスできる。 

http://www.dgip.go.id/ 

 

                                                   
1 表示はすべてインドネシア語であり、技術KWの検索はインドネシア語で行わなければならない。インドネシア以外の企業

名は英語表記での検索が可能。 
2 DGIPが提供する特許データベースは Internet Explorerでは正しく表示されない場合があるため、Google chrome

を使用することを推奨する。以下事例紹介では、Google chrome で表示させた画面を記載している。 
3 DGIPが提供する特許データベースはデータの収録状況が不安定であるため、検索時期によりヒットする公報数などが変

わる可能性がある点に注意が必要である。本手引書は 2017年 1月時点のもの。 

自社で開発した商品をインドネシアで販売したい。特許侵害で

訴えられることは避けたいが、どうしたら良いか？ 

Q 

e-Status のサイト 

http://www.dgip.go.id/
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または下記 URLから直接接続することもできる。 

http://e-statushki.dgip.go.id/ 

 

◆検索モードの紹介 

 

 

 

 

 

 

 

上記 URL を開くと、このような画面が表示される。右欄で

「Paten（特許）」を選択し、左欄の「Penelusuran 

Sederhana Paten」と書かれた検索バーの中にある下向

き矢印をクリックする。 

 

「Penelusuran Sederhana Paten」をクリックすると、下記検索画面が表示さ

れる。大きく 4 つのブロックに分かれており、番号検索、テキスト検索、日付検索、

所在地検索がある。それぞれのブロックの中に、さらに出願番号、出願人、出願日

など様々な検索項目がある。入力はインドネシア語のみ使用可。 

http://e-statushki.dgip.go.id/
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◆調査目的および調査対象 

調査対象例として下記の調査目的および開発技術を設定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央の網構造を持つフィルタを前

面と後面からケースで挟む構造 

フィルター 

ケース 

調査目的：自社で以下の技術を開発した。インドネシアにおいて製品を販売したいので他者特許を侵害しない

か確認する 

 

＜自社開発技術＞ 

主題：洗濯機用フィルタ 

広義の主題：洗濯機 

 

[コンセプト] 

・洗濯用水から羽毛などの異物を取り除くための洗濯機用フィルタ 

・内部に積もった羽毛が重さで洗濯槽内に漏れ出ることを防げる洗濯機用フィルタ 

 

[装置の主な構成] 

・フィルタケースと 

・羽毛を濾すための網体を備えた 

・脱水槽内側の下部に取り付けられる洗濯機用フィルタ 
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◆予備検索・準備編 

調査を行う前に、該当技術に対応する特許分類の選定を設定しておく必要がある。 

特許分類の定義や周辺の特許分類は独立行政法人工業所有権情報・研修館が提供する「特許情

報プラットフォーム J-PlatPat」の「パテントマップガイダンス（PMGS）」を利用することで参照できる。 

https://www5.j-platpat.inpit.go.jp/pms/tokujitsu/pmgs/PMGS_GM101_Top.action 

 

J-PlatPatのPMGSの画面のタブで「キーワード検索」を選択し、検索する特許分類として FIを選択し、

「キーワード」の欄に【洗濯機】と入力し、検索ボタンを押す4。HIT する分類を見ていくと、D06F から始ま

る分類が、洗濯機についての分類であることがわかった。 

 

[パテントマップガイダンス（PMGS）の IPC一覧表示より抜粋] 

 

 

 

さらに、例えば D06F で始まる分類の 1 つである D06F33/00 をクリックすると、以下のような画面が表

示される。 

                                                   
4 IPC の分類を最初から検索しようとすると、「洗たく機」としなければ目的の分類が見つけられないという言語上の問題が

あるため、まずは日本の分類である FI で検索すると通常の日本語の表現で目的の分類を見つけやすい。 

https://www5.j-platpat.inpit.go.jp/pms/tokujitsu/pmgs/PMGS_GM101_Top.action
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この中の分類を見ると、D06F39/00 に洗濯機用フィルタが含まれると思われる分類があった。

D06F39/00 をクリックすると以下のように表示される。 

 

 

調査の目的や狙いなどを考慮して、分析対象とする技術範囲を適切に設定する必要がある。そのために

は、技術範囲に対応する適切な特許分類の設定を行うことが必要になる。今回は、洗濯機槽内で使

用されるフィルタの全体像を把握することを目的としているため、D06F39/10 を検索対象の特許分類に

設定する。該当する分類の IPC を調べるには、右にある「CC」という表示をクリックすると、対応する IPC

の分類を見つけることができる。 
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②技術用語の特定（インドネシア語） 

DGIP 提供の検索データベースではインドネシア語での検索のみ可能であるため、技術用語もインドネシ

ア語で入力する必要がある。さらに新興国の調査においては、書誌情報から IPC が抜けているものや、

IPCの付与が上位の分類で付与される、間違った IPCが付与されているといったことがある。こうした状況

を考慮し、検索としては特許分類の上位の分類を利用したり、KW のみの検索を行ったりするといった工

夫が有効である。 

 

今回は、下記のような検索を行った。入力した項目は全て and 検索されるため、検索式②の KW を発

明の名称、要約、請求の範囲のどこかに含む公報を検索したい場合は、別々に検索する必要がある

（同時にこれら3つの項目にKWを入れると、発明の名称、要約のすべてに指定したKWを含む公報し

か HIT しない）。さらに、前述のように IPC の付与について問題があるため、検索式①と検索式②も

別々に行った方が漏れを防ぐことができる。 

 

また、DGIP が提供する特許データベースでは、IPC入力の際、スペースを入れなければならない。また設

定した IPC をそのまま入力するとヒットしない可能性があり、DGIP では IPC の前方一致検索ができるの

で、Cari Berdasarkan Nomor:番号検索）の Nomor IPC（IPC番号）に【D 06 F 39】と入力

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜検索方針＞ 

国際特許分類（IPC）：D06F39/10（洗濯機の細部／ろ過装置） 

KW：mesin cuci（インドネシア語で「洗濯機」を意味する） 

調査期間：過去 20年 

検索式①＝IPC（D06F39） 

検索式②＝KW1（mesin cuci） 

集合 1：IPC（D06F39） 

集合 2：KW（mesin cuci） 
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◆実践編 

検索対象とする特許分類および KW を設定したので、DGIPが提供する特許データベースにアクセスしイ

ンドネシア特許に対する検索を行う。下記では、キーワード検索を行う場合の検索方法を紹介する。トッ

プページ右上にある検索バーの中にある下向き矢印をクリックする。 

 

下向きの矢印をクリックすると、下記のようなタブが現れる。 

 

ブロック②（Cari Berdasarkan Teks:テキスト検索）の Abstrak（要約）にmesin cuci（検索

式②のKW）を入力する。Judul Permohonan（発明の名称）にも同様にKWを入力し、検索する。

右上にある検索バー（Penelusuran Terstruktur 

Paten）の中にある下向きの矢印をクリックする 

同一ブロック内の項目同士

は and検索される。 

↓ブロック①（番号検索） 

↓ブロック②（KW検索） 
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同一ブロック内の項目同士は and 検索される。Klaim（請求の範囲）は検索の欄があるが、機能して

いない。同一ブロック内の項目同士はand検索されるが、異なるブロック間同士は、先に入力した項目が

優先的に検索される。侵害防止調査の場合、権利が有効なものが調査の対象となるため、一般的に特

許の権利期間である 20 年間を検索対象期間とすることが望ましいが、DGIP が提供する特許データベ

ースe-Statusでは、ブロック同士の and検索ができないため、KW検索でヒットする公報をすべて表示さ

せる。 

 

 

検索したい項目に必要事項を入力したら、下にスクロールしていくと「Search」ボタンが現れるので、ここを

クリックする。 

 

入力後、Searchボタンをクリックすると、検索結果が表示される。以下の画面は、KW検索をした場合

の検索結果を示す。 

 

↓ブロック④（所在地検索） 

↓ブロック③（日付検索） 
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検索結果には、HIT 文献の図、権利状況、特許番号、発明の名称が表示される。簡単な書誌情報・

抄録が知りたい時は、対象公報にカーソルを合わせると現れる赤枠(a)の雲のマークか PDF のいずれかを

クリックすることで以下のようなファイルをダウンロードできる。 

見たい文献にカーソルを合わせると、右上に雲のマークと

PDF のマークが現れ、マークをクリックすると書誌・抄録・

図面をダウンロードできる。見たい文献の項目自体をク

リックすると、さらに詳しい情報のページへ移行する。 

(a) 

（ｂ） 
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さらに詳しい情報を得たい場合には、前記の検索結果の画面で、見たい文献の赤枠(b)内のどこかをクリ

ックすると、次のような情報を得られる。 
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このページでは、要約（Abstrak）や日付を英語で確認することができるものもある。また、EKSPOR 

PDF（実線で囲まれた部分）の横にある「Download」をクリックすると、前述の雲のマーク／PDF マー

クをクリックした時と同じ情報をダウンロードできる。そのうえにある PUBLIKASI B（点線で囲まれた部分）

の横が「Download」になっているものは、そこから公報の電子データを得られる。要約・特許請求の範囲

など、どこの情報までが記載されているかは公報によって異なる。ただし、図のように File tidak tersedia

（利用できないファイル）となっているものもある。 
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これらの HIT文献を 1件ずつ確認していくと、以下のような公報を見出すことができる。 

 

この特許は自社の開発技術コンセプトの構成要件を包含する内容が記載されていることがわかった。つま

り、開発技術コンセプトをそのまま実施した場合、この特許を侵害してしまう可能性がある。したがって、仕

様や構成要件の変更などにより、この特許を回避する必要がある。 

なお、この特許は先程説明を記したように、PUBUKASI A/B の横が「Download」になっているため、イ

ンドネシア語の公報の電子データを得られる。 

開示内容 

洗濯槽の内部の底部に取り付けられた、 

繊維をフィルタリングするためにネットを備えたフィルタ 
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◆まとめ 

以上のように、自社の開発製品の構成要件（技術的特徴）を検索式に組み込み、HIT した公報の

内容を確認することで、開発製品に近い内容を特許請求している特許を把握することができる。 

請求項は、PUBUKASI A/B をダウンロードできる公報については、その中で確認することができるものも

ある。それ以外の公報については、要約での判断となる。 

 

製品を販売する前に侵害防止調査を実施すれば、特許侵害で訴えられる事態を未然に防ぐことができ

る。 

 

 

 

 

 

DGIPが提供する e-Statusは請求項に対する検索ができないため、要約や分

類を検索対象とすることが望ましい。このとき、同一ブロック内の項目同士はand

検索され、また異なるブロック間同士は、先に入力した項目が優先的に検索され

ることに注意する。 

Klaim（請求の範囲）は検索の欄があるものの機能していない。 

Point 


